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「山梨県のピアサポート」経緯と現況 

第 62回がん対策推進協議会若尾直子提出 

西暦年度 概容 備考 

2007 山梨県がん対策推進計画策定 がん情報提供と相談支援の充実が明記される 

2008 がん情報提供と相談支援の在り方検討会開催 
1年間かけ、山梨県ではどうあるべきか議論 

当事者の声を聞くことが必要と結論する 

2009 
山梨県主催の患者交流会開催（2回） 

県はピアサポーター研修会開催のための予算計上 

「がん情報提供と相談支援の在り方検討会」の結論を受け、山梨県

内の患者及び患者団体に広く意見を聞く 

2010 
山梨県の事業としてピアサポーター育成を開始する 

第 1回山梨県ピアサポート研修会開催 

全4回の研修とし、修了者には山梨県知事からの修了書を授与する。

修了生らは自主的にピアサポーター組織を立ち上げる 

2011 
第 2回山梨県ピアサポート研修会開催 

山梨県は「がん総合相談」のための予算計上 

自主組織である「山梨がんピアサポート希望（のぞみ）の会」活動

開始。財政的にも自主的にピアサポートを始める 

2012 

第 3回山梨県ピアサポート研修会開催 

山梨県の事業としてがん総合相談としての「山梨県がん

患者サポートセンター」開設 

山梨県は「対がん協会山梨県支部」に、「山梨県がん患者サポート

センター」運営を委託。「山梨県がんピアサポート希望（のぞみ）

の会」は、この事業に協力する（有償） 

2013 第 4回山梨県ピアサポート研修会開催 甲府地域だけでなく、出張サポートを開始 

2014 第 5回山梨県ピアサポート研修会開催 
山梨県がん診療連携拠点病院「山梨県立中央病院」に設置された乳

がんピアサポートに協力（有償） 

2015 第 6回山梨県ピアサポート研修会開催 
山梨県がん診療病院「山梨厚生病院」でも「山梨がんピアサポート

希望（のぞみ）の会」会員によるサポート開始（有償） 

2016 第 7回山梨県ピアサポート研修会開催中 
現在の会員数 55名 

毎月 1回の事例検討と定期的なスキルアップ研修会実施 
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①相談依頼

④相談後のフォローアップ
face　to　face

②紹介依頼

③話し合い（電話）

登録例

性別

生年

名前

ステージ

大腸がん

鈴木

Ⅳ

男

治療履歴他

１９５５

備考 10時～17時対応可

全国の患者さんによるピアサポート体制案

がん相談支援センター

相談者

窓口

全国のピアサポート登録者
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馬上委員資料 

2016年 11月 24日 
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参加理由（複数回答）

小児がんピアサポートの取り組み 

 

１．小児がんピアサポートの必要性とこれまでの活動 

 小児がん患者は長期にわたる過酷な治療に加え、発達に伴う晩期合併症など身体的侵襲のみならず心理・社

会的な問題をその後の人生に伴うことが多い。治療やその後の生活のあらゆる課題に家族が代理意思決定する

場合も多く、こどもが病気を抱えながら発達成長する中で家族のサポートは不可欠ながら、多くの問題が存在

する。小児がん親の会は 20余年、小児がん患者の経験に基づく支えあいを実践してきた。このような中、2007

年のがん対策基本計画策定によりピアサポートの重要性が認知され、成人のがんではピアサポーター養成研修

が開始されるも、小児がん特有の疾病構造、治療経過などに基づいたピアサポート研修は存在しなかった。そ

こで全国の小児がん親の会・患者会の有志らが 2013 年「小児がんピアサポート推進協議会」を設立し、患者

家族自身の経験やニーズに沿って小児がん患者家族を対象としたピアサポート養成研修プログラムを独自に作

成した。講師には小児がん拠点病院の専門職の協力を得、小児がん拠点病院において年 2回のペース開催して

いる。この活動により、患者家族による支えあいが確かに広がりを見せている。 

 

２．小児がんピアサポーター養成研修会の内容 

 開催時期：2回/年   主催：小児がんピアサポート推進協議会 

 開催場所：小児がん拠点病院（関東・関西地区） 

 研修日程：2日間  6時間/日 

 研修内容：講義／小児がんの医学的知識（医師により 2時間）、看護的知識（看護師により 1時間）、社

会資源の知識（SW により 1時間）、臨床心理士によるピアサポートの基礎知識（1時間）・サポーター

自身の心のケア（1時間） 

演習／ピアサポーターの心得・ピアサポートの実際（6時間） 

 

３．小児がんピアサポーター養成研修会の実績 

   開催期間：2013年～2016年  計 7回実施  ＊2017年 2月 第 8回を開催予定 

開催施設：国立成育医療研修センター、京都大学医学部付属病院、京都府立医科大学病院、 

        兵庫県立こども病院 

   参加者：  

 

 

  参加者の背景： 

     

     

    

 

2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 合計（人） 

39 37 41 13（上半期の実績のみ） 130 
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海外でのピアサポートの現状

桜井提出資料

• 海外でのピアサポートの現状を知るためにいくつかのがんセン
ターを自主訪問した（UCSF,DFCI,MDACC,MEYO,JHCC)

• 支援の方法として、来談者中心療法の考え方を基礎とした①１対
１のピアサポート、②ファシリテーターによるサポートグルー
プ、③エンカウンターグループ（回数が規定）が存在している。

• ピアサポーターの役を担うには、病院所定の研修プログラムを修
了することが前提とされており、教育を受けた人間が試験期間を
経てからボランティアで着任している（交通費の支援あり）。幾
つかの病院では、診断から１年未満の患者はピアサポーターとし
て登録できない原則になっている。

• 病院側もピアサポーターの意義や重要性を認識しており、共通の
バッチを作成をしたり、共通のユニフォームを提供、エレベー
ターやカフェなど、患者の目にする場所に掲示板を設置、応援を
している。運用ルールは病院ごとにあり、守秘義務や記録の提出
などを含めた「契約」を行う。

• 重要な点として、①価値観を押し付けない、②医療介入はしない
（ただし苦情は記録して共有する）、③マッチング（同じ悩みを
持つ者同士であう）ことが原則。サポーターは履歴書のほか、既
往歴や学歴、人種や宗教なども記入して提出する。任期は1年。

• グループ療法はテーマが設定されたものが多く、部位別、世代別
サロンのほか、治療方法に関する急性期の悩みに対応した教育的
志向が強いプログラム、就労や経済、食生活、運動など慢性期に
及ぶものも多数用意されており、参加費は無料となっている。
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当会でのピアサポートの実施状況と第三期基本計画への要望

• 当会では2008年から夜のサポート・グループ（月１回）、並び
に、１対２（相談者１名に２名のサポーター／国家資格所有者、
ピアサポーター研修修了者）によるサポート（月４コマ：１コマ
50分、現在は電話会議で応対）を実施。

• 相談内容は生活、コミュニケーション、働き方や新規就労の方
法、経済的な悩みに関することが多く、診断直後のみならず5年
以上経過した患者、希少がん、難治性がん、再発進行がんの患
者、家族の他、指定難病患者からの問い合わせがある。

• 昨年までの相談者へのアンケート調査により、ピアサポーターに
よる介入効果が明らかになっており、相談者の76.8％が不安軽減
（不安が大きな人ほど改善効果が高い）、72.1％が行動変容、問
題解決の役立ち度は55.8％との結果を得た。

• ピアサポートプログラムは、総合相談支援事業終了後、 ①研修プ
ログラムの実施主体がバラバラ、②プログラム自体の存在が認識
されていない、③医療機関がピアサポーターを導入していない
（院内サロンも同様）が現状。質の担保と研修修了者の活躍先を
確保するため、学会などと連携した事業継続などが急務である。
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女

73%

男

27%

乳がん; 

34.7%

大腸がん; 

12.2%
卵巣がん; 

10.2%

悪性リンパ腫; 6.1%

白血病・MDS; 

6.1%

子宮体が

ん; 4.1%

直腸がん; 

4.1%

胃がん; 

4.1%

その他; 

18.4%

３．疾患名

30代; 

16%

40代; 

39%

50代; 

34%

60代; 

9%

不明; 

2%

１．性別 ２．年代

４．現在の治療状況

外来治療

中; 

63.6%

経過観察

中; 

34.1%

病理結

果待; 

2.3%

５．現在の就労状況

正社員; 

38.6%

無職; 38.6%

契約社員; 

13.6%

パート; 4.5% その他（公務員・

役員）; 4.5%
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～6ヵ月; 4.5%

6ヶ月～1

年; 15.9%

1年～3年; 

52.3%

3年～5年; 2.3%

5年～10年; 

11.4%

10年～; 6.8%

不明; 6.8%
６．診断からの期間

＜参考＞相談内容・過去3か年累計
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就職・再就職

休職・復職

今後の働き方

職場の理解・人間関係

雇用継続

社会保険制度

経済問題

不安など精神的なこと

会社・同僚への伝え方

相談内容（平成25年度～27年度（3か年））

平成25年度 平成26年度
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